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東日本学校吹奏楽大会　富山県からの出場団体

小学校
西　　暦 回数 会　　　　場

小学校の部（コンクール部門）　 小学校の部（フェスティバル部門）
学校名 指揮者 受賞 自由曲 学校名 指揮者 受賞 自由曲

2006 年 （平成18年） 第６回 宮城県仙台市泉文化創造センター
2007 年 （平成19年） 第７回 石川県金沢歌劇座 射水市立新湊小学校 福山　暁雄 銅賞 ロス・ロイ（J. デ・ハーン）
2008 年 （平成20年） 第８回 埼玉県所沢市文化ホール 北陸支部からの参加団体無し
2009 年 （平成21年） 第９回 北海道コンサートホール kitara 北陸支部からの参加団体無し
2010 年 （平成22年） 第 10 回 東京都府中の森芸術劇場 富山大学人間発達科学部附属小学校 齊藤　貴子 銅賞 Ａ . ハチャトゥリアン（仲田　守）

2011 年 （平成23年） 第 11 回 神奈川県・よこすか芸術劇場 北陸支部からの参加団体無し 今年度より廃止

2012 年 （平成24年） 第 12 回 青森県・八戸市公会堂 北陸支部からの参加団体無し

2013 年 （平成25年） 第 13 回 富山県・富山市芸術文化ホール（オーバード・ホール） 鯖江市惜陰小学校 青山智枝子 銅賞

中学校
西　　暦 回数 会　　　　場

中学校の部（コンクール部門）　 中学校の部（フェスティバル部門）
学校名 指揮者 受賞 自由曲 学校名 指揮者 受賞 自由曲

2006 年 （平成18年） 第６回 宮城県仙台市泉文化創造センター
南砺市立福光中学校 山田　　誠 金賞 喜歌劇「小鳥売り」セレクション（C. ツェラー／鈴木英史）

福井市立美山中学校 実行委員長賞
氷見市立西條中学校 扇谷　孝代 金賞 仮面幻想（大栗　裕）

2007 年 （平成19年） 第７回 石川県金沢歌劇座

氷見市立十三中学校 山﨑　伸久 銅賞 ブルー・ホライズン（F. チェザリーニ）

白山市立美川中学校 実行委員長賞

氷見市立南部中学校 扇谷　孝代 金賞 ハンガリー狂詩曲第２番（F. リスト／石毛里佳）
南砺市立福光中学校 山田　　誠 金賞 朝鮮民謡の主題による変奏曲（J.B. チャンス）

射水市立小杉南中学校 長谷川　香 金賞
コンサートバンドとジャズアンサンブルのための

ラプソディー（P. ウィリアムズ）

2008 年 （平成20年） 第８回 埼玉県所沢市文化ホール
射水市立小杉南中学校 長谷川　香 金賞 アフリカの儀式と歌、宗教的典礼（R.W. スミス）

射水市立奈古中学校 川端　由美 実行委員長賞
三つのジャポニスム　Ⅱ . 雪の川

Ⅰ . 鶴が舞う　Ⅲ . 祭り（真島俊夫）
高岡市立伏木中学校 木脇　　禎 銅賞 呪文と踊り（J.B. チャンス）
白山市立光野中学校 銅賞

2009 年 （平成21年） 第 9 回 北海道コンサートホール kitara
射水市立小杉南中学校 寺　みつる 銅賞 リバー・ダンス（B. ウィーラン／ G. バイテンハイス）

高岡市立五位中学校 池田　宗介 実行委員長賞
スペイン組曲「アンダルシア」　より　Ⅳ・ヒタ

ネリアス，Ⅱ・アンダルシア，Ⅵ・マラゲーニャ
福井市社中学校 金賞
能美市立美川中学校 銅賞

2010 年 （平成22年） 第 10 回 東京都府中の森芸術劇場
高岡市立南星中学校 山田　喜博 銅賞 「スペイン奇想曲」より（Ｎ．リムスキー＝コルサコフ／ M. ハインズレー）

武生第六中学校 実行委員長賞小松市立松陽中学校 銅賞
越前市南越中学校 銅賞

2011 年 （平成23年） 第 11 回 神奈川県・よこすか芸術劇場

かほく市立河北台中学校 金賞

今年度より廃止
福井市明道中学校 銀賞
あわら市芦原中学校 銅賞
越前市南越中学校 銅賞

2012 年 （平成24年） 第 12 回 青森県・八戸市公会堂

福井市光陽中学校 龍勝　芳江 銅賞

射水市立小杉中学校 長谷川　香 金賞 復興（保科　洋）
福井市明道中学校 長谷川季美 銅賞

氷見市立西條中学校 山㟢　伸久 銅賞 舞踏組曲よりⅡ、Ⅴ（B. バルトーク）

2013 年 （平成25年） 第 13 回 富山県・富山市芸術文化ホール（オーバード・ホール）

射水市立小杉中学校 長谷川　香 金賞 ウインドオーケストラのためのマインドスケープ（高　昌師）
かほく市立高松中学校 吉本　　仁 銅賞
あわら市芦原中学校 西村　竹広 銅賞
かほく市立河北台中学校 髙見　茂幸 金賞

高等学校
西　暦 回数 会　　　　場

高等学校の部（コンクール部門）　 高等学校の部（フェスティバル部門）
学校名 指揮者 受賞 自由曲 学校名 指揮者 受賞 自由曲

2005 年 （平成17年） 第５回 千葉県文化会館 石川県立輪島高等学校 銀賞 石川県立輪島実業高等学校 東関東支部理事長賞

2006 年 （平成18年） 第６回 宮城県仙台市泉文化創造センター 富山県立氷見高等学校 福島久美子 金賞 大阪俗謡による幻想曲（大栗　裕） 福井県立武生商業高等学校 ヤマハ賞

2007 年 （平成19年） 第７回 石川県金沢歌劇座
富山県立高岡工芸高等学校 加藤　祐行 銅賞 祈りⅧ～すべてのものたちへ～（立原　勇）

富山県立氷見高等学校 福島久美子 実行委員長賞 ウィズ・ハート・アンド・ヴォイス（D.R. ギリングハム）石川県立輪島高等学校 銅賞

福井県立武生商業高等学校 銀賞

2008 年 （平成20年） 第８回 埼玉県所沢市文化ホール
富山県立高岡工芸高等学校 加藤　祐行 銅賞 カルミナブラーナより（C. オルフ／ J. クランス）

北陸支部からの参加団体なし
石川県立輪島実業高等学校 銅賞

2009 年 （平成21年） 第 9 回 北海道コンサートホール kitara 富山県立氷見高等学校 福島久美子 銅賞 三つのジャポニズム　より　Ⅰ・鶴が舞う，Ⅲ・祭（真島　俊夫） 富山県立高岡工芸高等学校 加藤　祐行 実行委員長賞 火の伝説（櫛田　月失之扶）
福井県立武生商業高等学校 銅賞

2010 年 （平成22年） 第 10 回 東京都府中の森芸術劇場
福井県立武生商業高等学校 金賞

石川県立輪島高等学校 実行委員長賞
福井工業大学附属福井高等学校 銀賞

2011 年 （平成23年） 第 11 回 神奈川県・よこすか芸術劇場
富山県立高岡工芸高等学校 加藤　祐行 銅賞 二つの交響的断章（V. ネリベル）

今年度より廃止福井県立武生商業高等学校 金ヤマハ賞
石川県立松任高等学校 銀賞

2012 年 （平成24年） 第 12 回 青森県・八戸市公会堂

石川県立小松大谷高等学校 加藤　　圭 銅賞

福井県立三国高等学校 小林　幸代 銅賞

富山県立高岡工芸高等学校 加藤　祐行 銀賞 リバーダンス（B. ウィーラン）

2013 年 （平成25年） 第 13 回 富山県・富山市芸術文化ホール（オーバード・ホール）

福井県立三国高等学校 小林　幸代 銀賞

富山県立高岡工芸高等学校 岩本　博之 金賞 ケルト民謡による組曲　Ⅰ . マーチ　Ⅱ . エアー　Ⅲ . リール（ケルト民謡／建部　知弘）
富山県立石動高等学校 酒井　道明 銅賞 「スペイン組曲」より Andalucia（E. レクオーナ／高木　登古）

大会概要	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
この大会は、中学・高校の 40名以下の小編成バンドのさらなる発展と、小学校バンドの健全なる育成を目指して始められた。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
フェスティバル部門は、演奏表現プラス意図的な演出によって、所作や視覚（将来的には映像も加える）に訴えかける複合的な表現、または領域を越え融 合（郷土色含む）による楽しみや美しさを競う部門であり、コンクール部門との差異を明確に表出し、その方向性をもって発展する部門として設置されて
いる。北陸吹奏楽連盟は、第 4回大会より参加。「北陸吹奏楽コンクール」の、中学校・高校のＢ部門が本大会への予選となり、推薦団体を決定。富山県 学校吹奏楽連盟加盟団体が出場できる大会となった。
大会変遷	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
第１回大会　フェスティバル部門には全団体に優秀賞。他は優秀賞、BJ賞、ヤマハ賞。コンクール部門は３位までを発表。
第２回大会　コンクール部門の表彰が金・銀・銅のレベル審査となる。フェスティバル部門はフェスティバル大賞、主管支部理事長賞が各１団体、他の団体には実行委員長賞 を授与。他にヤマハ賞とバンドジャーナル賞が各１団体に授与される。	
第４回大会　北陸吹奏楽連盟か加わる。これにともない「北陸吹奏楽コンクール」が予選となり、中学校Ｂ部門から 2団体、高校Ｂ部門から２団体を「東日本学校吹奏楽大会」 コンクール部門に中・高各１団体、フェスティバル部門に中・高各１団体の合計４団体を推薦する。
第６回大会　北陸吹奏楽コンクール中学校Ｂ部門から「東日本学校吹奏楽大会」コンクール部門中学校の部への推薦団体数が２団体に増加
第７回大会　金沢で開催されることから、今大会に限り北陸吹奏楽コンクールから「東日本学校吹奏楽大会」コンクール部門への代表団体推薦数が２団体増加。（フェスティバ ル部門は従来通り）また、今大会、初めてコンクール部門小学校の部へ代表団体を推薦することになるが、代表団体は第９回「北陸小学校バンドフェスティバル」より推薦された。
第８回大会　北陸吹奏楽コンクールか東日本学校吹奏楽大会コンクール部門への代表団体推薦数が中学校の部３団体、高等学校の部２団体、小学校の部１団体。フェスティバ ル部門への推薦団体代表数が中学校の部１団体、高等学校の部１団体となる。
第11回大会　フェスティバル部門が廃止
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小学校
西　　暦 回数 会　　　　場

小学校の部（コンクール部門）　 小学校の部（フェスティバル部門）
学校名 指揮者 受賞 自由曲 学校名 指揮者 受賞 自由曲

2006 年 （平成18年） 第６回 宮城県仙台市泉文化創造センター
2007 年 （平成19年） 第７回 石川県金沢歌劇座 射水市立新湊小学校 福山　暁雄 銅賞 ロス・ロイ（J. デ・ハーン）
2008 年 （平成20年） 第８回 埼玉県所沢市文化ホール 北陸支部からの参加団体無し
2009 年 （平成21年） 第９回 北海道コンサートホール kitara 北陸支部からの参加団体無し
2010 年 （平成22年） 第 10 回 東京都府中の森芸術劇場 富山大学人間発達科学部附属小学校 齊藤　貴子 銅賞 Ａ . ハチャトゥリアン（仲田　守）

2011 年 （平成23年） 第 11 回 神奈川県・よこすか芸術劇場 北陸支部からの参加団体無し 今年度より廃止

2012 年 （平成24年） 第 12 回 青森県・八戸市公会堂 北陸支部からの参加団体無し

2013 年 （平成25年） 第 13 回 富山県・富山市芸術文化ホール（オーバード・ホール） 鯖江市惜陰小学校 青山智枝子 銅賞

中学校
西　　暦 回数 会　　　　場

中学校の部（コンクール部門）　 中学校の部（フェスティバル部門）
学校名 指揮者 受賞 自由曲 学校名 指揮者 受賞 自由曲

2006 年 （平成18年） 第６回 宮城県仙台市泉文化創造センター
南砺市立福光中学校 山田　　誠 金賞 喜歌劇「小鳥売り」セレクション（C. ツェラー／鈴木英史）

福井市立美山中学校 実行委員長賞
氷見市立西條中学校 扇谷　孝代 金賞 仮面幻想（大栗　裕）

2007 年 （平成19年） 第７回 石川県金沢歌劇座

氷見市立十三中学校 山﨑　伸久 銅賞 ブルー・ホライズン（F. チェザリーニ）

白山市立美川中学校 実行委員長賞

氷見市立南部中学校 扇谷　孝代 金賞 ハンガリー狂詩曲第２番（F. リスト／石毛里佳）
南砺市立福光中学校 山田　　誠 金賞 朝鮮民謡の主題による変奏曲（J.B. チャンス）

射水市立小杉南中学校 長谷川　香 金賞
コンサートバンドとジャズアンサンブルのための

ラプソディー（P. ウィリアムズ）

2008 年 （平成20年） 第８回 埼玉県所沢市文化ホール
射水市立小杉南中学校 長谷川　香 金賞 アフリカの儀式と歌、宗教的典礼（R.W. スミス）

射水市立奈古中学校 川端　由美 実行委員長賞
三つのジャポニスム　Ⅱ . 雪の川

Ⅰ . 鶴が舞う　Ⅲ . 祭り（真島俊夫）
高岡市立伏木中学校 木脇　　禎 銅賞 呪文と踊り（J.B. チャンス）
白山市立光野中学校 銅賞

2009 年 （平成21年） 第 9 回 北海道コンサートホール kitara
射水市立小杉南中学校 寺　みつる 銅賞 リバー・ダンス（B. ウィーラン／ G. バイテンハイス）

高岡市立五位中学校 池田　宗介 実行委員長賞
スペイン組曲「アンダルシア」　より　Ⅳ・ヒタ

ネリアス，Ⅱ・アンダルシア，Ⅵ・マラゲーニャ
福井市社中学校 金賞
能美市立美川中学校 銅賞

2010 年 （平成22年） 第 10 回 東京都府中の森芸術劇場
高岡市立南星中学校 山田　喜博 銅賞 「スペイン奇想曲」より（Ｎ．リムスキー＝コルサコフ／ M. ハインズレー）

武生第六中学校 実行委員長賞小松市立松陽中学校 銅賞
越前市南越中学校 銅賞

2011 年 （平成23年） 第 11 回 神奈川県・よこすか芸術劇場

かほく市立河北台中学校 金賞

今年度より廃止
福井市明道中学校 銀賞
あわら市芦原中学校 銅賞
越前市南越中学校 銅賞

2012 年 （平成24年） 第 12 回 青森県・八戸市公会堂

福井市光陽中学校 龍勝　芳江 銅賞

射水市立小杉中学校 長谷川　香 金賞 復興（保科　洋）
福井市明道中学校 長谷川季美 銅賞

氷見市立西條中学校 山㟢　伸久 銅賞 舞踏組曲よりⅡ、Ⅴ（B. バルトーク）

2013 年 （平成25年） 第 13 回 富山県・富山市芸術文化ホール（オーバード・ホール）

射水市立小杉中学校 長谷川　香 金賞 ウインドオーケストラのためのマインドスケープ（高　昌師）
かほく市立高松中学校 吉本　　仁 銅賞
あわら市芦原中学校 西村　竹広 銅賞
かほく市立河北台中学校 髙見　茂幸 金賞

高等学校
西　暦 回数 会　　　　場

高等学校の部（コンクール部門）　 高等学校の部（フェスティバル部門）
学校名 指揮者 受賞 自由曲 学校名 指揮者 受賞 自由曲

2005 年 （平成17年） 第５回 千葉県文化会館 石川県立輪島高等学校 銀賞 石川県立輪島実業高等学校 東関東支部理事長賞

2006 年 （平成18年） 第６回 宮城県仙台市泉文化創造センター 富山県立氷見高等学校 福島久美子 金賞 大阪俗謡による幻想曲（大栗　裕） 福井県立武生商業高等学校 ヤマハ賞

2007 年 （平成19年） 第７回 石川県金沢歌劇座
富山県立高岡工芸高等学校 加藤　祐行 銅賞 祈りⅧ～すべてのものたちへ～（立原　勇）

富山県立氷見高等学校 福島久美子 実行委員長賞 ウィズ・ハート・アンド・ヴォイス（D.R. ギリングハム）石川県立輪島高等学校 銅賞

福井県立武生商業高等学校 銀賞

2008 年 （平成20年） 第８回 埼玉県所沢市文化ホール
富山県立高岡工芸高等学校 加藤　祐行 銅賞 カルミナブラーナより（C. オルフ／ J. クランス）

北陸支部からの参加団体なし
石川県立輪島実業高等学校 銅賞

2009 年 （平成21年） 第 9 回 北海道コンサートホール kitara 富山県立氷見高等学校 福島久美子 銅賞 三つのジャポニズム　より　Ⅰ・鶴が舞う，Ⅲ・祭（真島　俊夫） 富山県立高岡工芸高等学校 加藤　祐行 実行委員長賞 火の伝説（櫛田　月失之扶）
福井県立武生商業高等学校 銅賞

2010 年 （平成22年） 第 10 回 東京都府中の森芸術劇場
福井県立武生商業高等学校 金賞

石川県立輪島高等学校 実行委員長賞
福井工業大学附属福井高等学校 銀賞

2011 年 （平成23年） 第 11 回 神奈川県・よこすか芸術劇場
富山県立高岡工芸高等学校 加藤　祐行 銅賞 二つの交響的断章（V. ネリベル）

今年度より廃止福井県立武生商業高等学校 金ヤマハ賞
石川県立松任高等学校 銀賞

2012 年 （平成24年） 第 12 回 青森県・八戸市公会堂

石川県立小松大谷高等学校 加藤　　圭 銅賞

福井県立三国高等学校 小林　幸代 銅賞

富山県立高岡工芸高等学校 加藤　祐行 銀賞 リバーダンス（B. ウィーラン）

2013 年 （平成25年） 第 13 回 富山県・富山市芸術文化ホール（オーバード・ホール）

福井県立三国高等学校 小林　幸代 銀賞

富山県立高岡工芸高等学校 岩本　博之 金賞 ケルト民謡による組曲　Ⅰ . マーチ　Ⅱ . エアー　Ⅲ . リール（ケルト民謡／建部　知弘）
富山県立石動高等学校 酒井　道明 銅賞 「スペイン組曲」より Andalucia（E. レクオーナ／高木　登古）

大会概要	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
この大会は、中学・高校の 40名以下の小編成バンドのさらなる発展と、小学校バンドの健全なる育成を目指して始められた。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
フェスティバル部門は、演奏表現プラス意図的な演出によって、所作や視覚（将来的には映像も加える）に訴えかける複合的な表現、または領域を越え融 合（郷土色含む）による楽しみや美しさを競う部門であり、コンクール部門との差異を明確に表出し、その方向性をもって発展する部門として設置されて
いる。北陸吹奏楽連盟は、第 4回大会より参加。「北陸吹奏楽コンクール」の、中学校・高校のＢ部門が本大会への予選となり、推薦団体を決定。富山県 学校吹奏楽連盟加盟団体が出場できる大会となった。
大会変遷	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
第１回大会　フェスティバル部門には全団体に優秀賞。他は優秀賞、BJ賞、ヤマハ賞。コンクール部門は３位までを発表。
第２回大会　コンクール部門の表彰が金・銀・銅のレベル審査となる。フェスティバル部門はフェスティバル大賞、主管支部理事長賞が各１団体、他の団体には実行委員長賞 を授与。他にヤマハ賞とバンドジャーナル賞が各１団体に授与される。	
第４回大会　北陸吹奏楽連盟か加わる。これにともない「北陸吹奏楽コンクール」が予選となり、中学校Ｂ部門から 2団体、高校Ｂ部門から２団体を「東日本学校吹奏楽大会」 コンクール部門に中・高各１団体、フェスティバル部門に中・高各１団体の合計４団体を推薦する。
第６回大会　北陸吹奏楽コンクール中学校Ｂ部門から「東日本学校吹奏楽大会」コンクール部門中学校の部への推薦団体数が２団体に増加
第７回大会　金沢で開催されることから、今大会に限り北陸吹奏楽コンクールから「東日本学校吹奏楽大会」コンクール部門への代表団体推薦数が２団体増加。（フェスティバ ル部門は従来通り）また、今大会、初めてコンクール部門小学校の部へ代表団体を推薦することになるが、代表団体は第９回「北陸小学校バンドフェスティバル」より推薦された。
第８回大会　北陸吹奏楽コンクールか東日本学校吹奏楽大会コンクール部門への代表団体推薦数が中学校の部３団体、高等学校の部２団体、小学校の部１団体。フェスティバ ル部門への推薦団体代表数が中学校の部１団体、高等学校の部１団体となる。
第11回大会　フェスティバル部門が廃止


